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 近年,短時間かつ局所的な集中豪雨が全国的に多発しており，本市においても，２００８年以

降は記録的な大雨に見舞われ，多くの浸水被害が発生している．今後も，このような状況は続

くものと予想され，雨に強い安心・安全なまちづくりとして，効果的かつ効率的な雨水整備が

求められている．この様な状況を踏まえて，本市では浸水被害の解消を目的に，宇治川左岸地

区（洛南処理区）１，５７８haにおいて事業計画を策定し事業を実施しているところである． 

 本報告では，事業計画の策定手法，事業の取組状況，宇治市におけるその他の浸水対策事業

を紹介するものである． 
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1. はじめに 

 本市は，京都盆地の東南部に位置しており，東部に豊

かな自然環境が残された山地が広がり，西部は巨椋池干

拓地であるため平らな土地が広がっている．そして，琵

琶湖から流れ出る宇治川が市の中央部を南北に縦断して

いる． 
 事業計画対象地域である宇治川左岸地区（洛南処理区）

においては，前述したとおり巨椋池の干拓跡地が広がっ

ており，その多くは低地で平坦な特徴がある．下流域に

ある水路も農業用と兼用となっていることにより勾配が

緩やかであるため，過去より浸水被害がたびたび発生し

ている．この様な特徴から，貯留等による雨水の流出抑

制が効果的な浸水対策となると考えた． 
 

2.  宇治市の降雨状況について 

 
気象庁では，１時間に５０ミリ以上８０ミリ未満の雨

を「非常に激しい雨」，８０ミリ以上の雨を「猛烈な雨」

として表現しており，災害に対する降雨の目安として，

１時間の降雨量が５０ミリを越えると，災害が多発する

恐れがあると言われている． 
図－１ 本市の降雨状況をみると，近年，年最大１時

間降雨量が増加傾向にあることが分かる． 
  
 
 

 

図-1  本市の降雨状況 

 

3.  宇治市の浸水被害状況について 

 
 近年，本市では局地的豪雨等の発生により，浸水被害

が多発している状況である．２００８年の局地的豪雨に

よる浸水被害を皮切りに，特に２０１２年８月に発生し

た京都府南部地域豪雨では，約２，０００棟を上回る建

物被害や，多数の道路や河川の損壊被害など，市内各所

に甚大な被害をもたらした災害であった． 
２０１６年においても，局地的豪雨によって，８月，

９月，１０月と３回の浸水被害が発生している．  

（図-２、写真－１参照） 
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図-2 本市における局地的豪雨発生状況 
 

 
写真-1 浸水状況 

 
２００８年以降から局地的豪雨と呼ばれる激しい雨や

浸水被害が頻繁に発生しており，本格的な雨水対策の取

組みを開始する契機となった． 
 

4.  計画条件の整理 

 
事業計画策定においては，流出解析，浸水シミュレー

ションを活用している．この浸水シミュレーションは，

排水区の特性を反映した流出・氾濫現象を解析すること

により，精度の高い浸水状況を把握することができる．

又，調整池などの既存施設の能力を適切に評価すること

で，既存ストックを最大限活用した浸水対策を策定する

ことを可能とした．この事業計画を策定する上で，計画

条件を表－１のとおりとした． 
 
項  目 計 画 条 件 

整備目標 10年確率 

降雨強度式 

38
6223
+

=
t

I   （時間降雨63.5mm/hr） 

平均流速公式 
マニング V＝ 1/22/3･I･R

n
1

 

粗度係数 

暗渠 鉄筋ｺﾝｸﾘー ﾄ管，ﾎ゙ ｯｸｽｶﾙﾊ゙ ﾄー 0.013 

開渠 

台形水路 

ｺﾝｸﾘー ﾄ三面張水路 0.017 

二面ﾌ゙ ﾛｯｸ張水路（泥土床） 0.025 

素堀水路 0.030 

古川，井川，名木川 0.030 

表-1 計画条件の整理 
 

(1)整備目標 
周辺他都市においても１０年確率降雨を整備目標とし

ており，本市においても整備目標は重点地区を中心に整

備を行うことから，１０年に１回程度の大雨に対応する

計画とした． 
 

(2)降雨強度公式 
既存の降雨強度公式を採用した． 
 

(3)平均流速公式 
平均流速公式はマニング式を採用することとした． 
 

(4)粗度係数 
 粗度係数は，「下水道施設計画・設計指針と解説-２
００９年版-」に準拠して設定した．また，一級河川で

ある古川及び井川，準用河川名木川については，上位計

画に準拠し０．０３０に設定した． 
 

 これらの計画条件と現地調査結果をもとに現状水路を

モデル化し，キャリブレーション(解析を行うためのパ

ラメータ設定)を本市における浸水実績とシミュレーシ

ョンによる想定浸水区域図とで比較を行い，現状に基づ

く流出解析モデルによるシミュレーションで浸水が予想

される場所の抽出を行った． 
 
5. 事業計画の策定 

 
事業計画の策定にあたっては，効果的な改善対策施設

の設置場所や規模を検討した．計画の策定にあたり，計

画方針を表－２に示す． 
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表-2 計画方針 
 

この計画方針に基づき，シミュレーションで抽出した

浸水想定箇所に対策をたてた．その対策箇所の内，雨水

貯留施設等についてを図－３に示す． 
 

 
図-3 事業計画位置図 

6. 事業の取組状況 

 
 前項の雨水貯留施設等の取組み状況を下記に示す． 

① 開第一児童公園調整池  

  プレキャスト式雨水地下貯留施設 V=５４０ m3 

  ２０１６年 完成 
 
② 西大久保小学校調整池1 

雨水流出抑制施設        V=２１００m3 

  ２０１６年 完成 
 
③ 西小倉小学校調整池 

雨水流出抑制施設        V=２１００m3 

  ２０１７年 完成 
 
④ 西宇治中学校調整池 

  プレキャスト式雨水地下貯留施設 V=４３００m3 

  ２０１８年 完成 
 
⑤ 伊勢田小学校調整池1,2 

  プレキャスト式雨水地下貯留施設 V=４６００m3 

  ２０１８年 完成 
 
⑥ 老ノ木貯留管 

  雨水地下貯留施設 φ２２００  V=１５００m3 

  ２０１９年 完成 
 
⑦ 目川貯留管 

  雨水地下貯留施設 φ３０００  V=１７００m3 

  ２０１９年 工事着工 

 

⑧ 堀池貯留管 

  雨水地下貯留施設 φ２４００  V=２４００m3 

  ２０２０年 工事着工予定 

 

２０２０年６月現在，６箇所の雨水貯留施設が供用中

であり，２箇所の施設が工事中又は工事着工予定となっ

ている．これらの施設が完成すると，１０年確率降雨に

よる浸水想定箇所が１１０箇所から６４箇所に減少し４

６箇所の浸水想定箇所が解消する効果をシミューレーシ

ョンにて確認できており．今後の事業により浸水想定箇

所０を目指して整備を行う予定である． 

 

 
写真-2 貯留施設(伊勢田小学校) 
 

 計 画 方 針 

計画目標降雨 ・10年確率降雨とする． 

検
討
諸
元 

対象水路 

・水路幅500mm以上を基本とする． 

（重要な水路は，500mm未満でも対象と

する） 

流出係数 
・将来の市街化を想定し，市街化区域の田

畑，空地は宅地として設定する． 

対
策
施
設
の
考
え
方 

基本方針 

・現況用地幅での水路改修を基本とする． 

・用地取得が必要等の理由により改修が困

難である場合，雨水調整池（貯留管）を

検討 

水路の余

裕高 

・余裕高は考慮しない 

・溢水（水位が地表面を超えない）が生じ

ない計画とする 

 

 

 

 

貯留施設 

 

 

 

 

・公共用地を利用し，雨水調整池を優先す

る 

・公共用地がない場合は公道下へ貯留管を

計画する 

・公共用地，公道下の利用が共に困難な場

合は，民地の買収を検討 

・分水施設は，横越流の堰構造とする．堰

長は3mを標準とし，せき高は浸水が生じ

ない高さをシミュレーションによって求

める． 
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又，これら各々の施設には，写真-３のような施設の

概要や仕組みを説明した啓発看板を取り付け，多くの人

に周知することで，本市の浸水対策について広く理解し

てもらうよう取り組んだ．また，工事期間中において

は，住民向けの工事説明会や現場見学会を行い浸水対策

事業を身近に感じてもらえるように努力した． 

 

 
写真-3 啓発看板 

 
7. 民間開発事業での取り組み 
 
本市における浸水対策事業として，民間開発事業にお

いて協力要請をしている雨水流出抑制施設の整備があ

る．   
都市化が進んでいるなか，山地等が開発事業などによ

り宅地や道路に変化している．これも浸水被害の一つの

原因であることから開発面積に流出係数の差分を掛けた

貯留量を開発地に各々貯留して頂くよう協力要請をして

いる．２００９年では３件であった雨水流出抑制施設

が，事業者の理解が広がっていくことで，年々件数が増

えてきている．雨水流出抑制施設の種類（表－３参照）

として，浸透桝や地下貯留などがあるが，地下貯留の設

置は，事業者にとって大きな費用負担となることから，

側溝貯留や緑地帯による緑地貯留，駐車場を利用した駐

車場貯留によって，雨水流出を抑制する工夫をお願いし

ているところである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表-3 雨水流出抑制施設種類 
 

8. 今後の課題 
 
供用を開始している各々の雨水貯留施設内部，雨水の

取り込みや放流に関連する水路に水位計を設置してお

り，降雨毎の各施設における水位変化のデータを蓄積し

ている． 
今後は，データを基に取水口に取り付けた堰板（写真

－４参照）により堰高の調整を行い，実際の降雨に対し

て，貯留施設の整備効果を最大限発揮出来るよう検証を

行っていく． 
 

 

写真-4 取水口堰板 
 

9. おわりに 

 

近年，全国で局地的豪雨が多発しており浸水被害のみ

ならず土砂災害等，大きな被害や損害を各地に与えてい

るところである． 
本市における浸水対策事業については，本市が行うハ

ード対策のみならず，地域との連携や開発等事業者の協

力を得た対策についても順次取り組んでいるところであ

る． 
雨水対策事業は，地域の関心も非常に高くなってお

り，整備した雨水貯留施設についても効果の発揮が期待

されているところである．今後も，雨に強いまちづくり

が，さらに進むように市民の皆様との協働による浸水対

策の実施，安心・安全なまちづくりに取り組んでいきた

いと考えている． 
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